
令和8年度 工事番号 ：

工事名 ： 滝川ダム堤内浚渫工事

１． 参考図書は、「真摯で機動性のある見積もり」を目的に提示するものである。

２． 参考図書は、発注者が用いた積算資料を、参考として提示するもので、契約上拘束するものではない。

３． 参考図書の内容は、設計図書の変更あるいは、誤謬によるもの以外、設計変更の対象としない。
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適 用 範 囲 　本特記仕様書は、男鹿市が発注する土木工事（以下「本工事」という。）の施工に適用する。

　本工事は、秋田県（土木工事共通仕様書）、（土木工事施工管理基準及び規格値）、（参考資料）のほか、

この特記仕様書によるものとする。

残 土 処 理 　本工事で発生した残土は、次表の場所に搬入するものとする。

　工事発注後に予定した条件により難い場合は、別途協議するものとする。

仮 設 工 　本工事の施工にあたり必要となる仮設については任意仮設とするが、工事の良否、工事の安全、保安並びに

工事の進捗に影響を及ぼすと思われるときは、改善を命ずることがある。

借 地 等 　本工事の施工に伴い資材置き場や作業用地を求めるときは、受注者の責任において処理し、土地所有者に

一切迷惑をかけてはならない。また、作業用地等の現場の安全確保のため、必要があるときは監視員、誘導員、

信号手など必要な人員を配置するとともに周辺環境に配慮し関係者とのトラブルが発生しないよう対策を講じ

るものとする。

地 元 対 策 　請負人は工事着手前及び工事中に、工事内容を現場付近住居者に周知し協力を求めるため必要な措置を講じ

なければならない。

週休２日制に 　週休２日制については、実施しないものとする。

関する事項

そ の 他 　本仕様書に明記のない事項、または不測の事態が生じた場合は、発注者と受注者が協議し決定するものとする。

特     記     仕     様     書

搬入場所 男鹿市脇本浦田字坂ノ上22－2、157－1、188、189、191、202、204、204-2、205

搬入先の名称 広洋産業㈱



交通安全に 　本工事における工事期間中の交通管理として計上する交通誘導警備員は、下記によるものとする。

関する事項 なお、現地の状況、関係機関等との協議により変更が必要な場合は別途協議する。

　人

名称 計上人数

交通誘導警備員（B) 0

現　場　説　明　書（条　件　明　示）


